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第　　　　　　　号

◆４月から消費税制度が改定／講演・商店会等の
スタンプ事業に係わる消費税の取り扱い
◆NEWS　&　REPORT
◆スタ研からのお知らせなど
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消
費
税
制
度
の
主
な
変
更
点
は
、
以
下

の
３
点
。

１
・
事
業
者
免
税
点
の
引
き
下
げ

　
消
費
税
の
納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
る
上

限
＝
免
税
点
＝
が
基
準
期
間
の
課
税
売
上

高
３
０
０
０
万
円
超
か
ら
１
０
０
０
万
円

超
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

　
こ
の
た
め
、
従
来
は
免
税
事
業
者
だ
っ

た
ス
タ
ン
プ
・
ポ
イ
ン
ト
（
以
下
、
ス
タ
ン

プ
と
略
）
会
の
う
ち
少
な
か
ら
ぬ
会
が
、
課

税
事
業
者
と
な
り
、
申
告
・
納
税
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

２
・
簡
易
課
税
売
上
高
の
引
き
下
げ

　
簡
易
課
税
制
度
を
適
用
で
き
る
課
税
売

上
高
が
２
億
円
以
下
か
ら
５
０
０
０
万
円

以
下
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

４
月
か
ら
消
費
税
制
度
が
改
定

課
税
売
り
上
げ
が
１
千
万
超
の
事
業
者
は
課
税
事
業
者
に
！

　
今
年
の
４
月
か
ら
消
費
税
（
正
確
に
は
国
に
納
め
る
「
消
費
税
＝
４
％
分
」
と
地
方
に
納
め
る
「
地
方
消
費
税
＝
１
％
分
」
に
分
け

ら
れ
る
が
、
以
下
、
両
方
を
ま
と
め
て
消
費
税
と
略
）
の
仕
組
み
が
一
部
変
更
さ
れ
る
。
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
ス
タ

ン
プ
・
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
に
も
関
係
す
る
こ
と
な
の
で
、
改
め
て
変
更
の
ポ
イ
ン
ト
を
報
告
す
る
。
な
お
、
税
務
署
の
ス
タ
ン
プ
・

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
へ
の
消
費
税
課
税
状
況
は
、
全
国
一
律
と
は
い
え
な
い
よ
う
だ（
発
行
時
全
額
課
税
を
す
る
と
こ
ろ
と
手
数
料

分
だ
け
に
課
税
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
）。

　
ま
た
、昨
年
８
月
の
ス
タ
研
全
体
会
で
ス
タ
ン
プ
・
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
の
税
務
に
詳
し
い
貞
光
節
生
税
理
士
か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な

問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
の
で
合
わ
せ
て
紹
介
し
よ
う
。

【
１
】
主
な
変
更
点

事
業
者
免
税
点
が
１
０
０
０
万
円
超
に

簡
易
課
税
適
用
売
上
高
が
５
０
０
０
万
円
以
下
に

総
額
表
示
の
義
務
付
け

【
２
】
ス
タ
ン
プ
事
業
者
と
し
て
の
留
意
点

１
・
適
用
は
今
年
４
月
か
ら

　
改
定
消
費
税
法
は
今
年
（
２
０
０
４
年
）

４
月
１
日
以
降
開
始
の
課
税
期
間
か
ら
適

用
さ
れ
る
。

　
課
税
事
業
者
に
な
っ
た
場
合
、
個
人
事
業

者
は
05
年
12
月
決
算
分
か
ら
。法
人
事
業
者

は
今
年
４
月
以
降
開
始
の
事
業
年
度
か
ら
申

告
（
３
月
決
算
な
ら
05
年
３
月
決
算
か
ら
、

２
月
決
算
な
ら
06
年
２
月
決
算
か
ら
）。

２
・
課
税
事
業
者
か
ど
う
か
の
確
認

　
も
と
も
と
消
費
税
の
課
税
対
象
売
り
上

げ
が
３
０
０
０
万
円
を
超
し
て
い
た
と
こ

ろ
は
、
課
税
事
業
者
に
な
っ
て
い
る
は
ず

な
の
で
今
回
の
改
定
で
は
あ
ま
り
関
係
な

い
が
、
従
来
は
免
税
事
業
者
で
、
02
年
度

（
03
年
１
月
〜
12
月
の
い
ず
れ
か
の
月
の
決

算
）
の
課
税
売
り
上
げ
が
１
０
０
０
万
円

超
の
会
は
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
る
。

　
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
課
税
対
象

と
な
る
売
り
上
げ
の
定
義
。
一
般
的
に
は

会
か
ら
加
盟
店
に
発
行
す
る
額
の
全
額
を

３
・
総
額
表
示
の
義
務
付
け

　
課
税
事
業
者
が
消
費
者
に
対
し
て
商
品

等
の
販
売
・
役
務
の
提
供
等
を
行
う
場
合
、

取
引
価
格
に
は
消
費
税
額
込
み
の
総
額
で

表
示
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
そ

の
場
合
、
本
体
価
格
や
消
費
税
額
は
、
表
示

し
て
も
、
し
な
く
て
も
構
わ
な
い
。

﹇
４
ペ
ー
ジ
に
続
く
﹈
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事
業
者
が
行
う
取
引

国
内
取
引

輸
入
取
引

資
産
の
譲
渡
等

資産の譲渡等に該当しない取引（不課税取引）

国外で行われる取引（不課税取引）

非課税取引

課税取引（課税貨物の引き取り）

非課税取引

免税取引（輸出取引等がゼロ税率の課税取引）

課税取引 税務署に申告・納付

税関に申告・納付

→

→

→
→

→

→

→

→

→

→ →

→

■
消
費
税
の
課
税
対
象
取
引
（
表
１
）

　「
事
業
者
が
対
価
を
も
っ
て
行
う
国
内
取
引
」

と
「
輸
入
取
引
」
に
限
ら
れ
る
。

　
国
内
取
引
は
、（
１
）国
内
で
行
う
　（
２
）事

業
者
が
事
業
と
し
て
行
う
　（
３
）
対
価
を
得

て
行
う
　（
４
）
資
産
の
譲
渡
、
資
産
の
貸
付
及

び
役
務
の
提
供
で
あ
る
、
の
４
条
件
を
満
た
し

た
取
引
の
う
ち
、
非
課
税
取
引
以
外
の
取
引
が

課
税
対
象
と
な
る
。

■
不
課
税
取
引

　
消
費
税
の
取
り
扱
い
上
、
最
初
か
ら
課
税
取

引
の
枠
か
ら
は
ず
れ
る
取
引
（
対
象
外
取
引
）

で
課
税
対
象
外
と
な
る
。

　
国
外
取
引
、
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

は
な
い
取
引
や
反
対
給
付
と
し
て
対
価
性
を
有

し
な
い
取
引
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
商
店
会
の
賦
課
金
、
給
与
の

支
払
い
、
寄
付
、
国
外
で
の
売
買
、
生
活
用
資

産
の
譲
渡
、
補
償
金
・
損
害
賠
償
金
の
支
払
い

な
ど
。

■
非
課
税
取
引
（
表
２
）

　
取
引
の
性
格
か
ら
消
費
税
を
課
税
す
る
こ
と

に
な
じ
ま
な
い
も
の
や
社
会
政
策
的
な
配
慮
か

ら
消
費
税
を
課
税
さ
れ
な
い
取
引
の
こ
と
を
言
う
。

　
具
体
的
に
は
、
郵
便
切
手
・
印
紙
な
ど
の
譲

渡
、
物
品
切
手
・
商
品
券
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
な
ど
の
譲
渡
、
そ
の
他
。

　
ス
タ
ン
プ
も
、
物
品
切
手
の
一
つ
と
し
、
非

課
税
取
引
と
す
る
議
論
も
あ
る
。

用
語
解
説

表１　消費税の課税対象取引

非
課
税
取
引

税の性格から課税

対象とすることに

なじまないもの

社会政策的な配

慮に基づくもの

１．土地の譲渡、貸付等（貸付期間が１月未満のものを除く）
２．社債、株式等の譲渡、支払手段の譲渡など
３．利子、保証料、保険料など
４．（1）郵便切手、印紙などの譲渡
　　（2）商品券、プリペイドカードなどの譲渡
５．（1）住民票、戸籍抄本等の行政手数料など
　　（2）国際郵便為替、外国為替など

６．社会保険医療など
７．─（1）介護保険法に基づく居宅サービスなど
　　─（2）社会福祉事業など
８．お産費用など
９．埋葬料、火葬料
10．一定の身体障害者用物品の譲渡、貸付など
11．一定の学校の授業料、入学金、入学検定料、施設設備費など
12．教科用図書の譲渡
13．住宅の貸付

表２　非課税取引（国内取引）
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■
課
税
売
上
高

　
消
費
税
が
課
税
さ
れ
る
取
引
の
売
り
上

げ
金
額
（
消
費
税
を
除
く
）。
厳
密
に
は
、

「
消
費
税
が
課
税
さ
れ
る
取
引
の
売
り
上

げ
金
額
（
消
費
税
を
除
く
）
と
輸
出
取
引

等
の
免
税
売
り
上
げ
の
合
計
額
か
ら
、
こ

れ
ら
の
売
り
上
げ
に
係
る
売
り
上
げ
返
品
、

売
り
上
げ
値
引
き
等
に
か
か
わ
る
金
額

（
消
費
税
を
除
く
）
を
控
除
し
た
残
額
」。

　
基
準
期
間
が
課
税
事
業
者
で
あ
る
場
合

は
、
税
抜
き
売
り
上
げ
金
額
（
税
込
課
税

売
上
高
×
１
０
０
÷
１
０
５
）、免
税
事
業

者
で
あ
る
場
合
は
、税
込
売
り
上
げ
金
額
。

■
基
準
期
間
（
表
３
）　

　
個
人
事
業
者
は
課
税
年
の
２
年
前
。
適

用
開
始
は
今
年
４
月
１
日
以
降
の
た
め
、

05
年
１
〜
12
月
の
課
税
に
つ
い
て
の
基
準

期
間
は
03
年
１
〜
12
月
と
な
る
。こ
の
間

の
課
税
売
り
上
げ
が
１
０
０
０
万
円
を
超

え
て
い
れ
ば
、
05
年
１
〜
12
月
の
課
税
売

り
上
げ
に
対
し
て
、
申
告
・
納
税
を
す
る

（
04
年
分
の
申
告
・
納
税
は
不
要
）。

　
法
人
事
業
者(

３
月
決
算
の
場
合
）
は
、

02
年
４
月
〜
03
年
３
月
が
基
準
期
間
と
な

り
、04
年
４
月
〜
05
年
３
月
の
課
税
売
り

上
げ
に
対
し
て
申
告
・
納
税
を
す
る
。

■
簡
易
課
税

　
簡
易
課
税
は
、
実
際
に
支
払
っ
た
消
費

税
の
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
課
税
売
り
上
げ

高
だ
け
か
ら
消
費
税
を
計
算
す
る
こ
と
が

で
き
、
仕
入
等
に
係
る
消
費
税
の
事
務
手

数
が
か
か
ら
な
い
。
課

税
売
り
上
げ
が
５
０
０

０
万
円
以
下
の
み
の
事

業
者
が
対
象
。
５
つ
の

業
種
区
分
が
あ
り
、
業

種
ご
と
に
み
な
し
仕
入

率
が
異
な
る
（
表
４
）。

　
み
な
し
仕
入
率
が
一

番
高
い
の
は
卸
売
業

（
第
１
種
事
業
）
の
90

％
、
次
い
で
小
売
業

（
第
２
種
事
業
）
の
80

％
（
製
造
小
売
は
第
３

種
事
業
70
％
）
な
ど
。

　
複
数
区
分
に
ま
た
が

る
事
業
を
し
て
い
る
場

合
は
区
分
売
り
上
げ
を

管
理
し
て
申
告
す
る
。

そ
う
し
な
い
と
も
っ
と

も
低
い
仕
入
率
の
事
業

に
統
一
さ
れ
る
。

　
商
店
会
等
の
ス
タ
ン

プ
事
業
は
、
第
５
種
事

業
の
サ
ー
ビ
ス
業
と
さ

れ
、
仕
入
率
は
50
％
。

こ
の
た
め
、
ス
タ
ン
プ

事
業
は
原
則
課
税
と
し

て
い
る
商
店
会
が
一
般

的
。

卸売業（他の者から購入した商品をその性質及び形状を変更しないで他の事業
者に対して販売する事業）

第一種事業

第二種事業

第三種事業

第四種事業

第五種事業

表４　業種別みなし仕入率

事業区分　　みなし仕入率　　　　　　　　　　　　　該当する事業

90％

80％

70％

60％

50％

（1）個人事業者の場合

2003年
（前々年）

表３　基準期間の判定

事業期間 2004年
（前年）

2005年
（その年）

2005年の基準期間
↓

（2）法人事業者の場合（３月期決算法人のケース）

2002年度

（前々年度）
事業期間

2003年度

（前年度）

2004年度

（その年）

2004年の基準期間
↓

2002年4月1日～2003年3月31日 2003年4月1日～2004年3月31日 2004年4月1日～2005年3月31日

小売業（他の者から購入した商品をその性質及び形状を変更しないで販売する
事業で、第一種以外のもの）

農業、林業、漁業、鉱業、建設業、製造業（製造小売業を含む）、電気業、ガ
ス業、熱供給及び水道業をいい、第一種事業または第二種事業に該当するもの
及び加工賃その他これに類する料金を対価とする役務の提供を行う事業を除く

第一種事業、第二種事業、第三種事業及び第五種事業以外の事業をいう。具体
的には、飲食店、金融・保険業等が該当する。なお、第三種事業から除かれる
加工賃その他これに類する料金を対価とする役務の提供を行う事業も第四種事
業となる

不動産業、運輸通信業、サービス業（飲食店業に該当する事業を除く）をい
い、第一種事業から第三種事業までの事業に該当する事業を除く



課
税
対
象
と
し
て
い
る
が
、
消
費
者
が
使
え

る
額（
満
貼
台
紙
・
満
点
カ
ー
ド
の
利
用
額
）

と
そ
れ
以
外
の
額
を
分
け
、
消
費
者
が
使
え

る
分
に
つ
い
て
は
、
預
か
り
金
と
し
、
そ
れ

以
外
の
分
を
課
税
対
象
売
り
上
げ
と
し
て
申

告
し
、そ
れ
が
税
務
署
で
何
年
も
認
め
ら
れ

て
い
る
会
が
北
海
道
や
広
島
市
で
あ
る（
５

ペ
ー
ジ
右
下
の
記
事
参
照
）。
そ
う
な
る
と
、

年
間
２
０
０
０
万
円
以
上
の
発
行
団
体
で
も
、

免
税
事
業
者
と
な
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。

＊
ス
タ
ン
プ
３
５
０
枚
で
満
貼
台
紙
と
な
り
、

消
費
者
は
５
０
０
円
で
使
え
、加
盟
店
は
７

０
０
円
で
購
入
し
て
い
る
と
い
う
場
合
、

　
会
は
ス
タ
ン
プ
３
５
０
枚
を
発
行
　

　
加
盟
店
は
７
０
０
円
を
払
う

　
会
は
２
０
０
円
を
課
税
売
り
上
げ
と
計
上
、

５
０
０
円
は
預
か
り
金
と
す
る
（
非
課
税
）

　
ス
タ
ン
プ
に
つ
い
て
は
税
理
士
で
も
よ
く

理
解
し
て
い
な
い
人
も
多
い
よ
う
な
の
で
、

し
っ
か
り
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　３
・
課
税
事
業
者
の
届
け
出

　
課
税
事
業
者
に
な
っ
た
場
合
は
、
す
み
や

か
に
管
内
の
税
務
署
に
課
税
事
業
者
の
届
出

　
簡
易
課
税
は
課
税
売
り
上
げ
だ
け
か
ら
消

費
税
を
計
算
す
る
の
で
、
事
務
量
は
少
な
い

が
、
ス
タ
ン
プ
事
業
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
仕
入

れ
率
を
50
％
と
み
な
さ
れ
る
の
で
原
則
課
税

が
一
般
的
。

　６
・
税
額
60
万
円
以
下
は
年
１
回

　
申
告
・
納
税
回
数
は
、
直
前
の
課
税
期
間

の
確
定
消
費
税
額
（
地
方
消
費
税
含
む
）
が

60
万
円
以
下
は
年
１
回
60
万
超
か
ら
６
０
０

万
円
は
年
２
回
、
６
０
０
万
超
か
ら
６
０
０

０
万
は
年
４
回
、
６
０
０
０
万
超
12 

回
。

　
申
告
・
納
税
期
間
は
、
決
算
日
（
年
２
回

以
上
は
中
間
仮
決
算
日
か
ら
）
か
ら
２
カ
月

以
内
。

７
・
取
引
内
訳
の
記
帳
等
を
正
確
に

　
消
費
税
を
徴
収
す
る
場
合
、
払
う
場
合
も
消

費
税
の
明
細
を
記
帳
し
、
請
求
書
、
領
収
書

等
の
資
料
は
き
ち
ん
と
作
成
、保
存
し
て
お
く
。

　
会
が
会
員
に
ス
タ
ン
プ
を
発
行
す
る
時

は
、
請
求
書
・
領
収
書
に
消
費
税
の
記
入
を

し
て
お
く
ほ
う
が
、
会
員
が
記
帳
す
る
時
に

わ
か
り
や
す
い
（
総
額
表
示
だ
け
す
れ
ば
、

内
訳
は
記
入
し
な
く
て
も
い
い
こ
と
に
は
な

っ
て
い
る
が
）。

８
・
法
人
税
の
申
告
問
題

　
消
費
税
を
申
告
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
法

人
税
に
つ
い
て
も
申
告
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、
申
告
を
し
て
お

ら
ず
、
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
り
そ
う
な
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スタンプでもポイントカードでも、回収部分は預かり金と
して消費税の課税売り上げとせず、それを上回る部分を会
の手数料として課税売り上げとして申告、それが地元税務
署で認められている例がある。
写真上は烏山駅前通り振組（課税事業者として発行時にス
タンプ売り上げを全額課税売り上げとしている）のダイヤ
スタンプ台紙、同下は千歳船橋振組（現在は非課税事業者）
のポイントカード

を
し
、
申
告
・
納
税
を
す
る
義
務
が
生
じ
る
。

届
け
出
書
類
は
税
務
署
で
も
ら
え
る
。

４
・
任
意
商
店
会
も
法
人
事
業
者

　
振
興
組
合
や
協
同
組
合
で
は
な
い
任
意
の

商
店
会
で
も
、
消
費
税
法
第
３
条
で
「
人
格

の
な
い
社
団
等
は
、
法
人
と
み
な
し
て
、
こ

の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
。」と
あ
り
、法

人
事
業
者
と
み
な
さ
れ
る
。

５
・
ス
タ
ン
プ
は
原
則
課
税
が
一
般
的

　
消
費
税
の
計
算
方
法
に
は
、
原
則
課
税

（
本
則
課
税
と
も
い
う
）
と
簡
易
課
税
の
２

種
類
が
あ
り
、
課
税
事
業
者
は
ど
ち
ら
か
を

選
択
し
て
、
税
務
署
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
原
則
課
税
は
、「
課
税
売
り
上
げ
の
仮
受
消

費
税
マ
イ
ナ
ス
課
税
仕
入
れ
の
仮
払
消
費

税
」。



シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　　課税事業者・Ａ商店会の場合

　　免税事業者・Ｂ商店会の場合

任
意
団
体
の
役
員
か
ら
は
「
こ
れ
が
問

題
」
と
い
う
声
も
出
て
い
る
。

　９
・
会
の
実
質
税
負
担
は
少
な
い
？

　
会
が
加
盟
店
に
ス
タ
ン
プ
を
発
行
す

る
時
に
、
発
行
額
の
消
費
税
を
仮
受
け

し
、
加
盟
店
か
ら
回
収
時
に
は
消
費
税

を
仮
払
い
し
た
と
す
れ
ば
プ
ラ
ス
マ
イ

ナ
ス
ゼ
ロ
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
に
売
り

上
げ
が
な
い
と
す
る
と
支
払
消
費
税
は

ゼ
ロ
と
な
る
。

　
消
費
者
進
呈
分
と
加
盟
店
購
入
額
に

差
を
つ
け
た
場
合
は
そ
の
分
も
課
税
対

象
と
な
る
が
、
宣
伝
や
印
刷
費
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
仮
払
い
消
費
税
も
あ
る
の

が
普
通
な
の
で
、
実
質
的
な
消
費
税

負
担
は
あ
ま
り
な
い
こ
と
に
な
る
。

10
・
免
税
事
業
者
も
仕
入
れ
で
は

消
費
税
を
負
担

　
消
費
税
免
税
事
業
者
も
、
仕
入
れ

そ
の
他
の
経
費
の
大
半
に
消
費
税
を

負
担
し
て
い
る
。
そ
の
分
は
売
り
上

げ
に
消
費
税
を
計
上
し
な
い
限
り
は

カ
バ
ー
で
き
な
い
。今
後
は
、消
費
税

の
増
税
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
消
費

税
を
転
嫁
で
き
な
い
と
粗
利
が
大
幅

に
減
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
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預
か
り
金
分
不
課
税
の
事
例

手
数
料
の
み
を
課
税
対
象
に
　
預
か
り
金
は
不
課
税
扱
い

北
海
道
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
カ
ー
ド
事
業
協
組
な
ど

１

２

　
北
海
道
知
床
の
斜
里
町
な
ど
５
町
の
２
０
０
店

弱
で
構
成
す
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
カ
ー
ド
事
業
協
同
組

合
で
は
、
１
ポ
イ
ン
ト
２
円
で
加
盟
店
に
発
行
し

て
い
る
が
、
う
ち
１
円
は
事
業
運
営
費
（
手
数

料
）、
１
円
は
消
費
者
還
元
費
（
預
か
り
金
）
と
２

分
し
て
、
消
費
税
課
税
取
引
（
仮
受
）
は
手
数
料

の
み
と
し
て
申
告
し
て
い
る
。

　
一
方
、
加
盟
店
は
ポ
イ
ン
ト
購
入
額
２
円
全

額
を
販
売
促
進
費
と
し
て
計
上
、
そ
れ
で
税
務

署
か
ら
ク
レ
ー
ム
は
な
い
と
い
う
。

　
ま
た
、
広
島
県
の
広
島
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
事
業

協
同
組
合
は
、
１
ポ
イ
ン
ト
１
・
５
円
で
加
盟
店

に
発
行
す
る
う
ち
の
１
円
を
預
か
り
金
、
０
・
５

円
を
課
税
取
引
と
し
て
申
告
し
て
い
る
と
い
う
。

［スタンプ発行額は、全額課税対象売り上げとし、
発行時課税］
　・課税基準期間　　　02年４月～03年３月期
　　課税対象売上高　10,000,000円超（消費税抜き）

　・課税期間　04年４月～05年３月期
　 （以下は04年度の実績）
　　発行額　　  　 15,750,000円（消費税込）　
　　その他の売り上げ 　　 0円
    　回収額　　　　 9,000,000円（消費税込）　
　　他の経費　　　 5,250,000円（消費税込）

＊課税基準期間（02年度）の課税対象売り上げが
1,000万円を超えているので仮に04年度の課税対象
売り上げが1,000万円以下でも消費税は申告・納税
の義務がある

仮受消費税総額Ａ　　　　　　　750,000円
　・スタンプ発行仮受消費税　　750,000円
　　（スタンプ本体発行額15,000,000円×５％）
　　（消費税込発行額＝15,750,000円）
　・その他の仮受消費税　　　　　 　0円　　

仮払消費税B　　　　　　　　　678,570円
　・スタンプ回収仮払消費税　　428,571円
　　（スタンプ本体回収額8,571,428円×５％）
　　（消費税込回収額9,000,000円）
　・その他の経費仮払い消費税　249,999円
　　（4,999,999円×５％）
　　（消費税込その他の経費5,250,000円）

申告・納付消費税C（Ａ－B）　　71,430円

［スタンプ発行額は、手数料売り上げ（課税対象売り
上げ）と預かり金（不課税）に分けて計算］
　
　・課税基準期間　　　02年４月～03年３月期
　　スタンプ預かり金　12,000,000円
　　スタンプ手数料　　　6,300,000円（消費税込み）
　　その他の売り上げ 　　　　　0円

＊課税基準期間（02年度）の課税対象売り上げ（ス
タンプ手数料＋その他の売り上げ）が1,000万円以
下なので04年度は免税事業者となる
＊ただし、預かり金を課税対象売り上げとみなされ
ると課税事業者となる

﹇
本
記
事
は
、全
振
連
等
の
消
費
税
説
明
資
料
を
参
考
に
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
各
会
で
も
十
分
に
ご
検
討
願
い
ま
す
。
ご
意
見
ご
質
問
等
あ
り
ま
し

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
有
）
商
店
街
情
報
セ
ン
タ
ー
・
樋
口
泰
雄
﹈
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【
２
】
考
察

と
が
一
般
的
。

２
・
事
業
上
の
取
引
と
消
費
税
の
取
り

扱
い
の
確
認

　
事
業
上
の
す
べ
て
の
取
引
は
消
費
税
法

上
、
ま
ず
、
消
費
税
の
対
象
取
引
Ａ
と
、
対

象
と
な
ら
な
い
取
引
Ｘ
（
一
般
に
不
課
税
取

引
と
呼
ば
れ
る
）
に
区
分
さ
れ
る
。

　
Ａ
に
は
、
以
下
の
４
つ
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　（
１
）資
産
の
譲
渡
、貸
付
又
は
役
務
の
提

供
（
以
下
、「
資
産
の
譲
渡
等
」
と
い
う
）
を

行
う

　
＊
物
品
切
手
の
発
行
は
物
品
の
給
付
権
を

表
彰
す
る
証
書
の
発
行
行
為
で
、
資
産
の
譲

渡
等
に
は
含
ま
れ
な
い
）

　（
２
）
資
産
の
譲
渡
等
が
事
業
と
し
て
行

わ
れ
る

　（
３
）資
産
の
譲
渡
等
が
国
内
で
行
わ
れ
る

　（
４
）
資
産
の
譲
渡
等
が
対
価
を
得
て
行

わ
れ
る

　　
さ
ら
に
４
つ
の
要
件
を
か
な
え
た
対
象
取

引
は
、
課
税
取
引
と
、
政
策
上
の
配
慮
に
よ

り
消
費
税
法
上
に
列
記
さ
れ
て
い
る
非
課
税

取
引
が
あ
る
。

　
非
課
税
取
引
の
対
象
と
し
て
は
、
有
価
証

券
・
郵
便
切
手
類
・
印
紙
・
物
品
切
手
等
（
２

ペ
ー
ジ
表
２
参
照
）。

３
・
現
状
の
確
認

　
ス
タ
ン
プ
事
業
の
消
費
税
に
関
す
る
取
り

扱
い
方
法
に
係
る
税
務
当
局
の
見
解
及
び
民

間
の
一
般
論
は
、
一
貫
し
た
状
況
に
あ
る
。

　
発
行
取
引
、
回
収
取
引
及
び
購
入
取
引
を

そ
れ
ぞ
れ
課
税
取
引
と
位
置
づ
け
、
交
付
取

引
及
び
精
算
取
引
を
不
課
税
取
引
と
し
て
い

る
。
　

１
・
発
行
取
引
が
課
税
取
引
と
さ
れ
る

理
由

　「
会
が
会
員
に
ス
タ
ン
プ
を
発
行
す
る
行

為
が
な
ぜ
課
税
行
為
な
の
か
」
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
国
税
当
局
は
法
律
、
施
行
規

則
、
通
達
い
ず
れ
に
も
説
明
し
て
い
な
い
。

　「
大
蔵
財
務
協
会
」
と
い
う
団
体
の
「
消

費
税
法
基
本
通
達
逐
条
解
説
」（
98
年
版
）

商
店
会
等
の
ス
タ
ン
プ
事
業
に
係
わ
る
消
費
税
の
取
り
扱
い

講
演
（
抜
粋
）

税
理
士
　
貞
光
節
生

ス
タ
研
で
は
昨
年
８
月
の
全
体
会
で
、
ス
タ
ン
プ
事
業
等
に
詳
し
い
貞
光
節
生
税
理
士
を
招
き
、
ス
タ
ン
プ
に
関
す
る
税
制
問
題
全
般
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

本
号
で
は
４
月
か
ら
消
費
税
法
が
改
訂
さ
れ
る
折
り
、
ス
タ
ン
プ
の
消
費
税
に
つ
い
て
貞
光
税
理
士
の
見
解
を
抜
粋
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
文
責
、
樋
口
泰
雄
）

【
講
演
の
骨
子
】

１
・
商
店
会
等
の
ス
タ
ン
プ
は
物
品
切
手
扱
い
で
不
課
税

２
・
回
収
代
金
を
上
回
る
対
価
だ
け
が
課
税
対
象

３
・
ス
タ
ン
プ
に
つ
い
て
、
消
費
税
法
で
は
何
も
ふ
れ
て
い
な
い
の
に
当
局
が

　
　
課
税
と
す
る
こ
と
自
体
お
か
し
い

【
１
】
考
察
に
あ
た
っ
て
の
確
認

１
・
前
提
の
確
認

　
ス
タ
ン
プ
事
業
は
以
下
の
取
引
（
名
称
は

貞
光
氏
が
命
名
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
　
　

　
　

　（
１
）
発
行
取
引

　
ス
タ
ン
プ
事
業
者
（
ス
タ
ン
プ
発
行
商
店

会
等
。
以
下
、
会
と
略
）
か
ら
加
盟
店
に
ス

タ
ン
プ
を
会
員
に
発
行
し
、
会
員
か
ら
そ
の

対
価
（
樋
口
注
―
事
務
経
費
や
イ
ベ
ン
ト
経

費
等
の
業
務
費
用
上
乗
せ
し
た
も
の
）
を
徴

収
す
る
。

　（
２
）
交
付
取
引

　
会
員
は
、
顧
客
に
物
品
等
を
販
売
、
合
わ

せ
て
そ
の
価
格
に
見
合
っ
た
ス
タ
ン
プ
を
無

償
譲
渡
す
る
。

　（
３
）
回
収
取
引

　（
４
）
購
入
取
引

　
顧
客
は
不
特
定
多
数
の
会
員
か
ら
譲
り
受

け
た
ス
タ
ン
プ
を
一
定
枚
数
と
り
ま
と
め
、

任
意
の
会
員
の
営
業
所
に
差
し
出
し
（
回
収

取
引
）、
対
価
に
代
え
て
物
品
等
を
購
入
す

る
（
購
入
取
引
）。

　　（
５
）
精
算
取
引

　
会
員
は
顧
客
か
ら
回
収
し
た
ス
タ
ン
プ

を
、
会
に
差
し
出
し
、（
３
）（
４
）
の
対
価

を
得
る
。

　
＊
樋
口
注
―
同
じ
ス
タ
ン
プ
が
、
会
が
会

員
に
発
行
す
る
時
は
「
業
務
費
用
上
乗
せ
ス

タ
ン
プ
」
と
な
り
、
会
員
が
顧
客
か
ら
回
収

し
た
り
、
会
で
精
算
す
る
時
は
「
業
務
費
用

を
引
い
た
顧
客
譲
渡
ス
タ
ン
プ
」
と
な
る
こ
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の
中
で
、
国
税
庁
消
費
税
課
長
（
当
時
）
が

書
い
た
「
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
タ
ン
プ
の
取

り
扱
い
」
だ
け
。

　
そ
こ
で
は
、「
ス
タ
ン
プ
等
の
発
行
業
者

て
呈
示
し
た
場
合
に
一
定
の
商
品
の
引
渡
し

又
は
役
務
の
提
供
を
行
う
と
い
う
一
連
の
行

為
は
、
当
該
他
の
事
業
者
の
た
め
に
行
う
一

種
の
販
売
促
進
活
動
で
あ
り
、
当
該
他
の
事

業
者
に
対
す
る
役
務
の
提
供
に
該
当
す
る
」。

　
商
品
券
的
な
性
格
も
持
っ
て
い
る
ス
タ
ン

プ
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
そ
ん
な
こ
と

も
全
部
ひ
っ
く
る
め
て
、
ひ
と
つ
の
販
促
活

動
を
提
供
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
全
部
サ
ー

ビ
ス
業
と
し
て
捉
え
、
全
部
課
税
で
す
よ
、

と
言
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
違
う
。問
題
は「
一
連
の
行
為
」と

い
う
と
こ
ろ
。

　「
一
連
の
行
為
」
と
は
、

（
１
）
ス
タ
ン
プ
を
発
行
し
た

（
２
）
そ
し
て
無
償
で
消
費
者
に
配
っ
た

（
３
）
消
費
者
は
一
定
枚
数
を
取
り
ま
と
め

て
会
員
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
き
た

（
４
）
そ
れ
と
交
換
に
物
品
を
渡
し
た

（
５
）
会
が
会
員
か
ら
ス
タ
ン
プ
を
回
収
す

る
（
換
金
す
る
）

 

　
―
―
の
こ
と
だ
が
、
会
が
「
一
連
の
行

為
」
の
全
て
に
係
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
会
が
係
わ
っ
て
い
る
の
は
、
会
員
に
ス

タ
ン
プ
を
発
行
す
る
行
為
と
回
収
す
る
行
為

だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
は
共
通
商
品
券
の
発
行

業
務
と
違
わ
な
い
。
つ
ま
り
、
ス
タ
ン
プ
の

発
行
業
務
は
消
費
税
法
上
、
不
課
税
取
引
と

し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

２
・
発
行
取
引
は
不
課
税
取
引
と
課
税

取
引
か
ら
な
る

　
ス
タ
ン
プ
の
発
行
業
務
を
課
税
取
引
と
位

置
づ
け
る
な
ら
、そ
の
理
由
は
、「
業
務
の
一

連
性
よ
り
、
広
範
性
」
に
お
く
べ
き
だ
。
会

は
発
行
、
回
収
業
務
に
限
ら
ず
、
多
用
な
業

務
を
行
う
。会
は
そ
の
多
用
な
業
務
の
原
資

と
し
て
、ス
タ
ン
プ
発
行
時
に
ス
タ
ン
プ
そ

の
も
の
の
回
収
代
金
を
上
回
る
対
価
を
収
受

す
る
。こ
の「
回
収
代
金
を
上
回
る
対
価
」部

分
は
、会
員
の
た
め
の
販
促
活
動
の
対
価
な

の
で
こ
の
部
分
の
み
を
課
税
取
引
と
し
、
回

収
代
金
部
分
は
不
課
税
取
引
と
す
る
の
が
妥

当
で
あ
る
。

３
・
ス
タ
ン
プ
＝
物
品
切
手
＝
発
行
時

消
費
税
不
課
税
　

　
消
費
税
法
の
枠
で
い
え
ば
、「
物
」
は
「
資

産
」
あ
る
い
は
「
物
品
切
手
以
外
の
資
産
」

で
あ
り
、「
証
し
」
は
物
品
切
手
と
い
え
る
。

「
物
品
切
手
」に
つ
い
て
は
、
消
費
税
法
通
達

６
―
４
―
４
で
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い

る
。

　「
物
品
切
手
」と
は
、次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
証
書
で
あ
る
。

　（
１
）
当
該
証
書
と
引
換
え
に
一
定
の
物

品
の
給
付
若
し
く
は
貸
付
け
又
は
特
定
の
役

務
の
提
供
を
約
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　（
２
）
給
付
請
求
権
利
者
が
当
該
証
書
と

引
換
え
に
一
定
の
物
品
の
給
付
若
し
く
は
貸

付
け
又
は
特
定
の
役
務
の
提
供
を
受
け
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
対
価
の
全
部
又
は
一
部

の
支
払
債
務
を
負
担
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
。

　
以
上
か
ら
、「
交
換
に
よ
り
役
割
を
果
た

す
以
外
に
な
ん
ら
の
効
益
も
な
い
こ
と
が
明

ら
か
」
な
ス
タ
ン
プ
は
物
品
切
手
と
い
う
物

で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
い
え
る
。

４
・
発
行
取
引
の
峻
別

　「
２
」
で
述
べ
た
通
り
、「
会
の
行
う
ス
タ

ン
プ
の
発
行
業
務
は
不
課
税
取
引
と
課
税
取

引
か
ら
成
り
立
つ
」
と
す
る
の
が
妥
当
と
思

わ
れ
る
が
、
一
括
し
て
そ
の
対
価
の
授
受
が

な
さ
れ
る
以
上
、
金
額
を
ど
う
区
分
す
る
の

か
と
い
う
疑
問
が
起
こ
り
う
る
。
こ
れ
は
、

そ
の
ス
タ
ン
プ
の
交
換
に
よ
り
「
給
付
さ
れ

る
物
品
等
の
取
引
に
通
常
要
す
る
金
額
」

（
通
達
10
―
１
―
９
）
と
す
れ
ば
よ
い
。

　
＊
樋
口
注
　
例
え
ば
、（
１
）会
が
会
員
に

ス
タ
ン
プ
３
５
０
枚
を
７
０
０
円
で
発
行

し
、（
２
）そ
れ
を
会
員
か
ら
も
ら
っ
た
消
費

者
は
、
そ
れ
で
５
０
０
円
で
物
品
等
を
購

入
、（
３
）会
員
は
そ
れ
を
５
０
０
円
で
会
と

換
金
す
る
と
い
う
場
合
、（
１
）の
７
０
０
円

の
う
ち
、
５
０
０
円
が
不
課
税
取
引
で
、
２

０
０
円
が
課
税
取
引
と
す
れ
ば
よ
い
。

５
・
回
収
取
引（
顧
客
と
会
員
）に
つ
い
て

　
会
は
、
精
算
取
引
に
お
い
て
支
払
う
対
価

を
も
っ
て
課
税
仕
入
と
し
て
い
る
現
況
が
あ

る
。こ
の
取
り
扱
い
は
間
違
い
で
あ
る
。「
精

算
取
引
は
不
課
税
取
引
」
で
あ
り
、
こ
の
見

解
は
当
局
も
認
め
て
い
る
。
精
算
取
引
に
、

資
産
の
譲
渡
等
の
存
在
を
み
つ
け
ら
れ
な
か

講演する貞光氏と熱心に聴く参加者

等
が
他
の
事
業
者

（
会
員
）
の
求
め
に

応
じ
て
ス
タ
ン
プ

等
を
発
行
し
、消
費

者
等
が
当
該
他
の

事
業
者
（
会
員
）
か

ら
無
償
で
交
付
を

受
け
た
当
該
ス
タ

ン
プ
等
を
、一
定
の

枚
数
取
り
ま
と
め



っ
た
た
め
で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
、
当
局
は
「
顧
客
と
会
員
が
取
引

当
事
者
で
あ
る
回
収
取
引
」を
、「
ス
タ
ン
プ

事
業
者
の
課
税
仕
入
」
と
し
た
。
こ
こ
に
大

き
な
無
理
が
あ
る
。

【
終
わ
り
に
】

　
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
は
「
会
員
が
資
産
（
商

品
）
を
顧
客
に
譲
渡
す
る
」
も
の
だ
か
ら
だ
。

冒
頭
の
「
前
提
の
確
認
」
で
「
店
頭
で
の
取
引
」

を
「
回
収
取
引
」
と
「
購
入
取
引
」
に
区
分
し

た
意
味
は
こ
こ
に
あ
る
。

N
E
W
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以
上
の
見
解
に
賛
成
の
事
業
者
は
、「
言

う
こ
と
は
わ
か
っ
た
。
だ
が
現
状
で
ど
う
対

処
す
る
の
か
。ス
タ
ン
プ
発
行
時
の
対
価
の
う

ち
回
収
代
金
を
上
回
る
対
価
の
み
を
課
税
売
り

上
げ
と
し
て
消
費
税
の
申
告
を
す
る
の

か
」
と
い
う
疑
問
を
も
た
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。

　
私
の
答
は
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」。
な
ぜ
な
ら
前
述

し
た
よ
う
に
、
ス
タ
ン
プ
の
発
行
が
消
費

税
の
課
税
取
引
と
い
う
規
定
は
消
費
税
法

や
省
令
の
ど
こ
に
も
な
い
。
現
在
の
消
費

税
の
取
り
扱
い
は
、「
法
的
拘
束
力
の
な

い
通
達
の
解
説
や
見
解
」
か
ら
醸
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
お
か
し
い
。

　
商
店
会
の
皆
さ
ん
、
顧
問
の
税
理
士
さ
ん

も
交
え
、
い
ま
い
ち
ど
、
対
応
を
考
察
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
＊
貞
光
氏
は
、
未
回
収
ス
タ
ン
プ
の
問
題

に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
を
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
各
会
の
扱
い
な
ど
と
合
わ
せ
次
号
で

紹
介
し
ま
す
。

　
ス
タ
研
で
は
、
11
月
５
日
（
水
）
に
初

の
合
同
招
待
バ
ス
旅
行
を
実
施
し
た
。

　
参
加
者
は
６
商
店
会
か
ら
約
70
名
で
バ

ス
２
台
。
中
里
通
り
振
組
18
名
、
下
高
井

戸
振
組
18
名
、
祖
師
谷
振
組
17
名
、
祖
師

谷
南
振
組
７
名
、
喜
多
見
振
組
６
名
。

　
バ
ス
は
、
下
高
井
戸
―
中
里
、
祖
師
谷

―
喜
多
見
の
２
台
に
分
か
れ
て
出
発
、
イ

ン
タ
ー
で
合
流
し
た
。

　
紅
葉
の
わ
た
ら
せ
渓
谷
を
渓
谷
鉄
道
か

ら
眺
め
、
星
野
富
広
さ
ん
の
作
品
を
展
示

し
て
い
る
美
術
館
で
の
作
品
を
鑑
賞
（
星

野
さ
ん
は
障
害
の
た
め
口
で
筆
を
く
わ
え

て
、
詩
を
添
え
た
絵
を
描
く
画
家
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
）。

紅
葉
・
美
術
館
・
食
事
を
堪
能
　
好
評
だ
っ
た
ス
タ
研
日
帰
り
招
待
バ
ス
旅
行

　
天
候
も
ま
ず
ま
ず
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
だ
楽
し
さ
を
堪
能
し
た
と
い
う
。

　
実
費
は
１
人
あ
た
り
９
６
０
０
円
。
各
会

で
は
ス
タ
ン
プ
５
０
０
０
円
分
程
度
で
招
待

し
た
。

　
こ
の
企
画
は
昨
年
６
月
頃
か
ら
検
討
を
開

始
。
初
め
て
と
い
う
こ
と
、
告
知
期
間
も
多

少
少
な
か
っ
た
な
ど
で
、目
標
の
70
人
分
を

集
め
る
の
に
事
務
局
や
担
当
の
役
員
さ
ん
た

ち
は
苦
労
し
た
。

　「
皆
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
た
の
で
何
と
か
成
功
さ
せ
よ
う
と
当

組
合
で
も
協
力
、
う
ち
も
妻
が
参
加
し
た
」

と
い
う
中
里
通
り
の
徳
世
勇
次
郎
さ
ん
、
お

母
さ
ん
を
招
待
し
た
祖
師
谷
の
上
田
雅
典
さ

ん
な
ど
の
尽
力
も
あ
っ
た
。

紅葉のわたらせ渓谷

わきあいあいの食事風景



　
10
月
１
日
午
後
８
時
半
か
ら
、し
ゃ
れ
な

あ
ど
５
階
会
議
室
で
開
催
し
た
。

　
参
加
は
、
中
里
通
り
振
組
の
茂
木
理
事

長
、
徳
世
理
事
、
三
軒
茶
屋
銀
座
振
組
の
笠

井
理
事
、（
有
）パ
ル
フ
レ
ッ
ク
ス
の
岩
切
さ

ん
、
荻
野
さ
ん
の
計
５
名
。

　
ス
タ
ン
プ
未
回
収
金
の
扱
い
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
た
。

　
ス
タ
研
共
同
チ
ケ
ッ
ト
は
、
電
話
一
本
で

ホ
テ
ル
飲
食
店
や
旅
行
、
映
画
等
の
チ
ケ
ッ

ト
や
パ
ン
フ
な
ど
を
入
手
で
き
、
支
払
い
は

消
費
者
が
使
っ
た
後
で
よ
く
、
無
駄
が
あ
り

ま
せ
ん
。
交
換
す
る
台
紙
冊
数
は
各
会
が
自

由
に
決
め
ら
れ
る
と
い
う
便
利
な
仕
組
み
で

す
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
単
会
で
直
接
、
注
文
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
初
め
て
注
文
す
る

場
合
は
必
ず
ス
タ
研
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
現
メ
ニ
ュ
ー
以
外
で
も
ご
希

望
が
あ
れ
ば
検
討
し
ま
す
。

＊
ホ
テ
ル
食
事
券
は
京
王
プ
ラ
ザ
以
外
は
改

装
な
ど
で
中
断
中
で
す
。詳
細
は
事
務
局
へ
。

活
用
し
よ
う
！
ス
タ
研
共
同
チ
ケ
ッ
ト

ス
タ
研
Ｍ
Ｌ
へ
の
加
入
申
込
は
事
務
局
へ

　
ニ
ュ
ー
ス
・
話
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
本

紙
編
集
部
、⑰
商
店
街
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　

�
連
絡
先
は
１
頁
題
字
横

ニ
ュ
ー
ス
・
投
稿
歓
迎

『
ス
タ
研
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
Ｈ
Ｐ
で

　『
ス
タ
研
』
１
号
か
ら
最
新
号
ま
で
の
内

容
が
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
も
こ
こ
か
ら
ご
回
答
い
た
だ

け
ま
す
。

　http://w
w
w
2d.biglobe.ne.jp/̃icc/

　setagaya/sutaken/sutaken01.htm
l

　
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち
の
方
に
、

ス
タ
研
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
（
Ｍ
Ｌ
）
へ
の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
入
会
金
や
会
費
な
ど
は
不
要
で
す
。

　
商
店
会
名
と
担
当
者
名
を
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

　iw
akiri@

palflex.co.jp
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商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
個
店
の
販

ス
タ
ン
プ
会
計

ス
タ
ン
プ
会
計
分
科
会

実
態
調
査

ス
タ
ン
プ
実
態
調
査
始
動
！

各
会
を
訪
問
、生
の
声
を
聞
き
ま
す

況
、
さ
ら
に
は
ス
タ
研
の
事
業
や
運
営
に
つ

い
て
の
率
直
な
声
な
ど
を
お
聞
き
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
は
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
て
各

会
に
配
布
す
る
ほ
か
、
報
告
会
も
開
催
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
で
は
、
ス
タ
ン
プ
の
付
加
価
値
づ
く

り
、
環
境
問
題
と
の
連
動
、
地
域
通
貨
的
な

活
用
に
よ
る
住
民
と
の
連
携
づ
く
り
、
消
費

者
へ
の
浸
透
策
、
経
理
、
加
盟
店
の
ス
タ
ン

プ
活
用
意
欲
促
進
、
さ
ら
に
は
組
織
運
営
、

業
種
構
成
、
チ
ェ
ー
ン
店
と
の
関
係
な
ど
、

商
店
街
そ
の
も
の
の
課
題
も
浮
か
び
あ
が
っ

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　「
報
告
書
を
つ
く
っ
て
終
わ
り
」
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
各
商
店
会
・
商
店
及
び
ス

タ
研
の
今
後
の
事
業
展
開
に
少
し
で
も
役
立

つ
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
始
め
た
事
業
で

す
。

　
調
査
は
ス
タ
研
の
事
務
局
を
担
当
さ
れ
て

い
る（
有
）パ
ル
フ
レ
ッ
ク
ス
さ
ん
に
委
託
、

既
に
調
査
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

　
ス
タ
研
で
も
お
馴
染
み
の
立
川
市
の
狭
山
園
は
、

昨
年
12
月
27
日
の
セ
ー
ル
で
ス
タ
ン
プ
満
貼
台
紙
７

６
８
冊
を
回
収
し
た
。
こ
の
日
の
売
り
上
げ
は
約
１

６
７
万
円
、
客
数
は
３
１
９
人
な
の
で
客
単
価
は
５

０
０
０
円
ほ
ど
。
お
歳
暮
や
年
賀
用
な
ど
に
お
茶
や

海
苔
な
ど
を
ま
と
め
買
い
し
た
人
が
多
か
っ
た
。

　
す
ご
い
の
は
同
店
の
年
間
の
ス
タ
ン
プ
発
行
額

が
２
０
０
万
円
ほ
ど
だ
が
、
回
収
は
そ
れ
よ
り
多

い
こ
と
。
な
ぜ
か
？
　
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
次

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
新
着
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　http://w
w
w
2d.biglobe.ne.jp/̃icc/

１
日
で
満
貼
台
紙
７
６
８
冊
回
収

　
　
　
　
　
　
　
　
立
川
市
羽
衣
振
組
・
狭
山
園

促
に
つ
な
げ
る
一
手
段
で
あ
る
ス
タ
ン
プ
事

業
を
い
か
に
充
実
さ
せ
る
か
、
と
い
う
目
的

実
現
の
一
環
と
し
て
、
ス
タ
研
で
は
、
加
盟

商
店
会
の
ス
タ
ン
プ
＆
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

（
以
下
、ス
タ
ン
プ
と
略
）事
業
実
態
調
査
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
前
回
は
97
年
に
、本
紙
編
集
の
一
環
と
し

て
区
商
連
加
盟
全
商
店
会
を
対
象
に
、
ス
タ

ン
プ
事
業
実
施
の
有
無
、
実
施
し
て
い
る
会

の
ス
タ
ン
プ
の
シ
ス
テ
ム
と
実
績
な
ど
に
つ

い
て
、
郵
送
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
郵
送
で
は
な
く
、
ス
タ
研
加
盟
の

商
店
会
を
直
接
訪
問
し
て
、
事
業
担
当
の
役

員
さ
ん
ら
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
や
発
行
回
収
状

況
の
ほ
か
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て

い
る
か
、
そ
れ
ら
の
成
果
や
課
題
は
ど
う

か
、
活
用
し
て
い
る
個
店
の
取
り
組
み
状

こ
の
日
集
ま
っ
た
台
紙
の
山
を
前
に
し
た
池
谷
さ
ん
ご
夫
婦



運
営
委
員
会
報
告

日
時
　
18
日
（
木
）
午
後
８
時
半
〜
10
時
半

場
所
　
し
ゃ
れ
な
あ
ど
５
階
会
議
室

出
席
　
田
中
、
上
田
、
徳
世
、
宍
戸
（
三
）、

岩
切
、
松
岡
、
樋
口
、
旅
行
社
１
人
（
小
田

急
ト
ラ
ベ
ル
・
橋
本
氏
）

﹇
議
事
﹈

１
・
ス
タ
研
日
帰
り
招
待
バ
ス
旅
行
に
つ
い

て・
参
加
商
店
会
の
予
定
人
数
を
チ
ェ
ッ
ク
、

バ
ス
２
台
で
実
施
す
る
こ
と
に
。

・
バ
ス
は
、
祖
師
谷
と
喜
多
見
の
お
客
さ
ん

を
乗
せ
る
コ
ー
ス
と
、
中
里
、
下
高
井
戸
の

お
客
さ
ん
を
乗
せ
る
２
コ
ー
ス
と
す
る
。

・
雨
天
決
行
。

２
・
今
後
の
ス
タ
研
予
定
に
つ
い
て

・
10
月
末
に
運
営
委
員
会
。
　

・
10
月
20
日
　
全
体
会
　
桜
新
町
振
組
で
、

商
店
街
で
取
り
組
む
環
境
問
題
等
に
つ
い

て
。

・
11
月
26
日
　
全
体
会
　
烏
山
駅
前
通
り
振

組
で
、
地
域
通
貨
や
ス
タ
ン
プ
事
業
の
近
況

に
つ
い
て
（
12
月
３
日
に
変
更
）。

・
ス
タ
ン
プ
実
態
調
査
に
つ
い
て
（
詳
細
は

９
ペ
ー
ジ
）。

９
月月

日
時
　
28
日
（
火
）
午
後
８
時
半
〜
10
時
半

場
所
　
し
ゃ
れ
な
あ
ど
５
階
会
議
室

10

月
12１

月
全
体
会
報
告

日
時
　
20
日
（
月
）
午
後
８
時
半
〜
10
時
半

場
所
　
桜
新
町
振
組
２
階
会
議
室

月
10

女性が多く参加した10月の全体会

月
12

出
席
　
田
中
、
徳
世
、
上
田
、
岩
切

【
議
事
】

１
・
ス
タ
研
日
帰
り
招
待
バ
ス
旅
行
に
つ
い

て
最
終
打
ち
合
わ
せ

２
・
12
月
３
日
の
全
体
会（
烏
山
駅
前
通
り
）

に
つ
い
て
確
認

日
時
　
17
日
（
水
）
午
後
８
時
半
〜
10
時
半

場
所
　
し
ゃ
れ
な
あ
ど
３
階
活
動
室

出
席
　
田
中
、
岩
切
、
松
岡
、
樋
口

【
議
事
】

１
・
ス
タ
研
調
査
事
業
に
つ
い
て

２
・
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

　
ス
タ
研
加
盟
商
店
会
の
実
態
調
査
と
報
告

会
を
年
度
内
に
実
施
す
る
こ
と
を
再
確
認
。

日
時
　
16
日
（
水
）
午
後
８
時
半
〜
10
時
半

場
所
　
し
ゃ
れ
な
あ
ど
５
階
会
議
室

出
席
　
田
中
、
徳
世
、
岩
切
、
荻
野
、
樋
口

【
議
事
】

１
・
ス
タ
研
調
査
事
業
に
つ
い
て

・
調
査
項
目
に
つ
い
て
詳
細
を
決
定
。

２
・
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

　
３
月
11
日
（
木
）
に
調
査
事
業
の
報
告
会

を
開
催
す
る
。

出
席
　
約
20
名
（
用
賀
振
組
５
名
、
中
里
通

り
振
組
３
名
な
ど
女
性
が
12
名
、男
性
は
６

名
程
度
）

【
議
事
】
商
店
街
と
環
境
問
題
に
つ
い
て

　
桜
新
町
振
組
の
女
性
部
が
中
心
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
環
境
対
策
事
業
を
主
に
情

報
交
換
。
三
軒
茶
屋
を
本
拠
と
す
る
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
え
こ
ひ
ろ
ば
の
三
樹
さ
ん
、
立
川
市
商
連

女
性
部
の
池
谷
さ
ん
ら
も
参
加
。

＊
詳
細
は
次
号
で
報
告
し
ま
す

日
時
　
３
日
（
水
）
午
後
８
時
半
〜
10
時
半

場
所
　
烏
山
駅
前
通
り
振
組
ダ
イ
ヤ
会
館
４

階
会
議
室

出
席
　
12
名（
う
ち
区
内
商
店
会
か
ら
は
烏

山
駅
前
通
り
振
組
、
下
高
井
戸
振
組
か
ら
各

３
名
、
桜
新
町
振
組
か
ら
１
名
の
７
名
）。

【
議
事
】

１
・
ス
ク
ラ
ム
烏
山
と
エ
コ
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て

２
・
情
報
交
換

　
烏
山
駅
前
通
り
振
組
、
下
高
井
戸
振
組
の

歳
末
企
画
、
立
川
市
羽
衣
振
組
・
狭
山
園
の

ス
タ
ン
プ
回
収
作
戦
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
え
こ
ひ
ろ
ば

の
地
域
通
貨
へ
の
取
り
組
み
な
ど
。

　
烏
山
駅
前
通
り
振
組
の
斉
木
事
業
部
長
、

下
高
井
戸
振
組
の
芹
沢
さ
ん
、
え
こ
ひ
ろ
ば

の
多
田
さ
ん
の
３
名
は
初
の
全
体
会
参
加
だ

っ
た
が
、
今
後
は
積
極
的
に
参
加
し
て
勉
強

し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。。

＊
詳
細
は
次
号
で
報
告
し
ま
す

烏
山
駅
前
通
り
振
組
が
用
意
し
て
く
れ
た
軽
食
を

と
り
な
が
ら
な
ご
や
か
に
情
報
交
換
（
12
月
の
全

体
会
）
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